
今年の雪解けは例年より早く、

残雪は少しありましたが3月20

日からぶどう畑やりんごの樹の

剪定作業を始めました。しかし、

昨年末の大雪により、ぶどう畑の

多くの針金が切れてしまいまし

た。こんなことは初めてです。

また、2007年に植栽したピノ・

ノワールと2011年に植栽した

シャルドネが病気等により生育や

収量が芳しくなかったので潰す

予定でいましたが、雪解けと同

時に顔を出したぶどう樹の短梢

(結果枝という今年、芽が出る枝)

を見て、決断が揺らいでしまいま

した。結局、廃耕にしないで残す

ことにしました。不思議なこと

に昨年末の大雪により、ぶどう

の樹に雪かけをしないでも凍害

から守られていました。▼T

3月3日、上川管内農業法人ネッ

トワークの総会と特別講演が旭

川市であり出席してきました。

講師のひとりは農業法人営農企

画という会社の代表の方です。

この会社では100ヘクタール以

上もの広い土地で有機農業を営

んでいます。小麦、大豆などが

メインで、その加工品も製造販

売、さらには大規模な食品残差

を利用した肥料工場も計画され

ています。76歳の代表のエネル

ギーに感心しました。もうひと

3月20日、年2回義務付けられて

いる消防訓練を実施しました。こ

の日は地元消防署の署員に来て頂

いて、消火器の使い方訓練と通報

訓練を行いました。福祉事業所の

利用者さんも参加して10名で行

いました。消防署員から丁寧な説

明があり、訓練用の消火器を使っ

て目標の火点目指して消火訓練を

しました。消火器の取り扱いは簡

単ですが、いざというときには多

くの方がパニックになり、スムー

ズに動作ができないようです。ま

た、通報訓練も携帯から本番と同

じような手順で行いました。どち

らも大事な訓練です。▼T

　　　垣根仕立てとよばれる
　　　　直線的なぶどう栽培法は
　　　日本古来の藤棚式とは違い
　　　　ヨーロッパ的な景観です

農園内にあるプチペンション

田舎俱楽部の夕食メニュー

に、上富良野町にある「ほり

田」という料理店の弁当も加

わりました。先月号でも紹介

しました同じく地元の料理店

「ゐ—まーる店」と2店で、

都合に合わせて月～金曜日ま

での夕食を担っていただくこ

とになりました。また、土・

日は昨年同様、豚サガリの

バーベキューを行います。▼T
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方は株式会社GB産業化設計の代

表岩井宏文さんです。岩井さん

とお会いするのは７年ぶり位で

した。13年前にコンサル会社を

立ち上げ、さらに3年前には、ジ

ンを製造する株式会社積丹スピ

リットを立ち上げました。コン

サルから実際、製造販売する会

社をつくり実践しています。都

市計画が専門で、その後、北海道

農業法人会の事務局長として全

道の農業法人と関係を深め、農

業など一次産業のコンサルとし

て会社を立ち上

げ軌道に乗せ、

さらにジンを本

格的に造る会社

を短期間で軌道

に乗せようと奮

闘しています。

積丹町の地域お

こしにも取り組

んでいます。▼T

3月30日、ぶどう畑でフキノトウを見

つけました。群生するふきのとうも

いいですが、ぶどう畑に生えている

ひとつのフキノトウもいいもので

す。不思議と存在感があります。▼T

3月2日、1月に仕込んだ

シードルの瓶詰めを行い

ました。瓶はこれまで

360mlでしたが、この

瓶は製造中止になり、

330mlの瓶になりまし

た。糖と酵母を入れて瓶

詰めして瓶内二次発酵で

シードルにします。打栓

はこれまで手動で行って

いましたが、イタリア製

の半自動打栓機を購入し初めて

使用しました。最初は要領がつ

かめず少々トラブルもありまし

たが、スムーズに打栓すること

ができました。このシードルは

約一か月後には1.5気圧の微発

泡になる予定です。販売は4月

中旬を予定しています。▼T
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ぶどうの巻蔓取りビニールハウスビニールハウス
3月6日、野菜のビニールハウス

づくりをしました（写真▼上）。

この日は、快晴で風がない絶好の

ビニール張り日和でした。今年は

積雪が多く、ハウスの周りにはハ

ウスの高さ位に積まれた雪があ

ります。ハウス内の土が乾き次

第、ベビーリーフやラデッシュ、

白かぶ、人参などの種まきをした

いと思っています。▼T

ぶどうの巻蔓取り
3月20日、畑の雪解けもかなり進

み、長靴でも雪が入らないように

なったので、ぶどう畑の針金に巻

き付いた巻蔓取りを始めました

（写真▲）。今年になって初めての

畑仕事です。天候も良く気温も高

く成り、気持ちがいい仕事始めに

なりました。針金に巻き付いた蔓

は、病気等がついておりハサミで

取り除くことにより、ぶどうの病

気を予防することができます。▼T

りんごの剪定
3月20日、富良野農業改良普及

センターの小島普及員に来て頂い

てりんごの剪定講習をしました

（写真▼左）。りんごの樹の剪定

は、樹全体を見ながら樹の形を整

えていきます。どの枝を切ったら

いいのかさまざまな角度から考↗ 

↗えていきますが、初めはどこか

ら手を着けたらいいのか迷ってし

まいます。まずは、簡単なところか

ら剪定していくと次の剪定が徐々

に見えてきます。全体を考えなが

ら、未来も考えながら今何をすべ

きかと考える剪定は、人生に相通

ずるところがあるようです。▼T 
 

生垣の剪定
3月24日、農園の生垣の剪定を行

いました（写真▼中）。道路に面

したニオイヒバの生垣がかなり伸

びたので、下面と上面をかなり思

い切ってカットしました。福祉事

業所のみなさんは一昨年も作業に

あたっており、手慣れた手つきで

きれいな仕上がりにカットしてい

ただきました。入り口がきちんと

なると全体が引き締まったように

も感じます。▼T

ぶどうの枝の誘引
3月28日からぶどうの枝の誘引を

始めました（写真▲）。ぶどう栽

培は垣根仕立てといって直線的な

栽培法です。日本古来の藤棚式と

は違ってヨーロッパ的な景観で

す。

2月28日、オーストリアのアン

ドレアス・ヴィトゼアさんが3年ぶ

りに来園されました。親日家とい

うより親北海道家といっていいほ

ど北海道が好きで、コロナ前に

は、幾度も北海道に来ていたそう

です。2020年2月18日に来園

されているので、ちょうどコロナ

が急激に感染し始めた時期に来て

いました。その後、ロンドンにも事

務所を持っているそうで、ご注文

いただいてシャルドネとピノ・ノ

ワールを送ったことがあります。

家にはいつも多田農園のリーフ

レットを貼って見ていたそうで

す。本当にうれしいことです。こ

の日は、山岳やスキーガイドの

石坂さん、中富良野のノーザンス

ターロッジのオーナー加藤さん

も一緒に来園されました。▼T

3月16日、

酒類販売管理者講習を受講して

きました。この講習は3年ごと

に更新しなければなりません。

数年前までは義務ではなかった

のですが、特に未成年者への飲

酒を防ぐ対策が強化され、受講

が義務化となったようです。未成

年者の飲酒は、脳の発達に

大きな影響を及ぼすことなどか

ら、販売には厳格化が求められ

ています。酒類の販売には必ず

酒類販売管理者をおかなければ

なりません。そして、店舗には決

められた文字のポイントで表示

をしなければなりません。▼T

ぶどうの枝の誘引
3月28日からぶどうの枝の誘引を

始めました（写真▲）。ぶどう栽

培は垣根仕立てといって直線的な

栽培法です。日本古来の藤棚式と

は違ってヨーロッパ的な景観で

す。上富良野のような凍害の危険

性がある地域では、冬の間、ぶどう

樹が雪の下になるようにしなけれ

ばなりませんので、仕立て方は片

側水平コルドンという方法（写真

のような）をとっているのが一般

的です。麻ひもを使って一番線の

針金に少し緩めに縛っていきます。

少し緩めに縛るのは、樹が成長して

ひもが枝に食い込み養分の流れを

阻害することを防ぐためです。▼T

杭の埋めなおし
ぶどう畑の杭が傾いてきたので、

小さな重機（ユンボ）で穴を掘り、

埋め直しました（写真▼右）。強

風が吹くと畝の両サイドは浮くこ

とがあります。外側にアンカーと

いってワイヤーで引いていればい

いのですがスペース的に難しく、

地中に埋まる杭に横棒を縛って対

処しています。▼T

3月1日、地元で唯一の大型スーパー

ふじにあるかみふらの軽トラ市の直

売コーナーににんじん、りんご、梨

の3種類のジュースの詰め合わせセッ

トを販売しました。昨年も3月は、い

ろいろな行事があるので、地元産ギ

フト商品として利用していただきま

した。直売コーナーには野菜などが

栽培できないので僅かな越冬野菜や

豆類が販売されていますが、加工品

は少し賑わいを演出するのに役立っ

ています。▼T
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